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Vol. 5
このコーナーでは「川口宿 鳩ヶ谷宿 日光御成道まつり」に登場した
川口ゆかりの人物を紹介していきます

平
柳

　蔵
人

　「
川
口
市
は
往
古
武
藏
の
國
岩
槻

の
太
田
氏
の
家
人
平
柳
藏
人
な
る
も

の
ゝ
領
地
に
し
て
市
内
大
字
元
郷
に

居
住
し
此
の
附
近
十
五
ヶ
村
は
同
氏

の
所
領
な
り
し
と
言
ふ
」。
昭
和
８

年
、
市
制
施
行
当
時
に
発
行
さ
れ
た

『
川
口
市
勢
要
覽
』
は
、
市
の
沿
革

に
こ
う
記
し
て
い
ま
す
。

　
十
五
ヶ
村
と
は
、
元
郷
村
、
川
口

村
、
飯
塚
村
、
辻
村
な
ど
、
現
在
の

南
平
地
区
か
ら
中
央
・
横
曽
根
・

鳩
ヶ
谷
地
区
の
一
部
に
及
ぶ
エ
リ
ア
。

平
柳
蔵
人
は
、
岩
槻
城
主
太
田
氏
の

家
臣
で
、
時
ま
さ
に
群
雄
割
拠
の
戦

国
時
代
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
室
町

時
代
後
期
に
、
こ
の
広
大
な
エ
リ
ア

を
領
し
た
人
物
で
す
。

　
〝
南
平
〞
の
名
称
は
、
彼
の
名
に

由
来
し
ま
す
。
彼
が
領
し
た
平
柳
領

は
、
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）、
北

平
柳
村
と
南
平
柳
村
に
分
か
れ
ま
す
。

北
平
柳
村
は
明
治
34
年
に
当
時
の

鳩
ヶ
谷
町
に
編
入
さ
れ
、
そ
の
名
を

今
に
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
南
平

柳
村
は
、
昭
和
８
年
、
川
口
町
、
横

曽
根
村
、
青
木
村
と
合
併
し
て
川
口

市
と
な
り
、「
南
平
地
区
」
と
し
て
、

か
つ
て
の
領
主
の
名
を
今
に
伝
え
て

い
る
の
で
す
。

　
南
平
公
民
館
元
郷
分
館
に
た
た
ず

む「
平
柳
蔵
人
居
館
跡
」、
位
牌
を
伝

え
る
蔵
人
ゆ
か
り
の
正
覚
寺
な
ど
、

発
展
を
続
け
る
南
平
地
区
に
、
蔵
人

の
生
き
た
証
は
い
ま
も
ひ
っ
そ
り
と

息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
室
町
時
代
後
期
、
現
在
の
市
南
東
部
を
領
し
た
平
柳
蔵
人
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

参
考
文
献：『
川
口
の
文
化
財
』１
９
９
１
、

川
口
市
教
育
委
員
会
　『
川
口
市
史
通
史

編
上
』１
９
８
８
、川
口
市
　

「
南
平
」に
そ
の
名
を
と
ど
め
る

ひ
ら
や
な
ぎ
　
　
　
く
ら
ん
ど

な
ん
　
ぺ
い

平柳蔵人居館跡
元郷4-12-6
南平公民館元郷分館敷地内

実相寺
蔵人の過去帳があった名刹。
徳川第３代将軍家光の急病を
祈祷で平癒させたと伝記も。
毎年11月第3日曜日の「万灯行
列」は除夜の鐘とともに風物詩。
領家2-14-11

正覚寺
当寺開基の蔵人が
奉安した阿弥陀三
尊像を拝見できる。
武州川口七福神の

「布袋尊」も。
元郷3-1-14

昭和５６年から四期１６年にわたり川口市政を牽引し平成２４年２月に逝去され
た川口市名誉市民永瀬洋治氏。遺徳功績を末永く後世に伝えようと組織さ
れた顕彰会のみなさんにより、現存する永瀬氏の胸像の台座が、３月２４日、
永瀬氏ゆかりのリリア２階アトリウムに建立され胸像とともに除幕されました。

川口市名誉市民永瀬洋治氏の胸像が建立されました

４月１３・１４日、川口緑化センターほか４会場で開催。市内緑化団体による植
木や鉢物の展示販売のほか、花植木オークション、生け花展などが行われ、
緑に親しむ多くの来場者でにぎわいました。

第75回春の安行花植木まつり

４月１３日からアートギャラリー・アトリアで開催。多様な現代アートの第一
線で活躍する篠原氏の８０点を超える作品を展示。
４月１４日には篠原氏と日本美術史家山下氏との公開対談も行いました。
５月２６日（日）まで開催しています。

春の企画展＜反芻　篠原有司男＞
はんすう しのはら う  し   お

４月９・１０日、中央ふれあい館で行われ、市内事業
所に就職した新社会人７６人が、あいさつの仕方
や電話の対応など、基本的なビジネスマナーを学
びました。

新社会人パワーアップセミナー
川口市江戸・江戸袋地区に江戸時代初期
から伝承されている一人立ちの三頭獅子
舞です。
４月１４日、春の舞（村祈祷）が行われ、江戸
袋氷川神社の境内を一周してから氏子の
家々を悪魔払いして回り、途中の年番待合
所では「三人神楽」を舞いました。

江戸袋の獅子舞
（市指定無形民俗文化財）

むら  ぎ  とう

うじ  こ

ねんばん
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